平成23年度における剰余金等の概要
１．損益計算書等における利益（剰余金）
　　◎損益計算書の概要　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
　　　　　　経常費用　　　　　　21,442
　　　　　　経常収益　　　　　　21,562
　　　　　　経常利益（＝経常収益－経常費用）　　　　　   120
　　　　　　臨時利益（＝臨時利益－臨時損失）　　　　　　    6
　　　　　　前中期目標期間繰越積立金取崩額　　　　　　     39　　　
　　　　　　当期総利益　　　　　　　　　　　　　　　　　 165
２．平成23年度決算における剰余金の主な要因
（経費の節減）
　　(1) 省エネの推進による光熱水費の節減によるもの　　　　　　　　約 23百万円
（収入の増加）
(2) 学生数の増加による授業料収入の増加等によるもの　　　　　　約45百万円
(3) 外部研究資金収入の増加に伴い既存経費の節減を図ったもの　　約 91百万円
３．利益処分（案）について
当期総利益　　　165百万円
6百万円　　⇒　積立金とするもの
（大阪府から譲与された工業高等専門学校のたな卸資産額）
159百万円　⇒　知事の承認を受け目的積立金とするもの
　　
· 学生在籍者の充足率については、大学の学部及び研究科並びに工業高等専門学校ともに90％を上回っている。
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